
 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月２１日に関東に接近した台風２５号は、千葉県や神奈川県で甚大な被害をもたら

しました。亡くなられた方に心よりご冥福をお祈りするとともに、被害にあわれた方が

一日も早く日常に戻ることをお祈り申し上げます。ＪＲ東労組では、８月の千葉豪雨も

含め、被害にあわれた組合員に対するカンパを取り組んでいますのでご協力をお願いし

ます。 

 そのような中、横浜事業本部大船乗務（旧大船運輸区）では、「レベル４大雨危険警

報」が発令され、川の増水で命の危険を感じ、動画で報告しているにも関わらず管理者

から「出勤できていないのは○○だけだ」と驚くべき発言がされていました。 
 

【時系列】                      【内閣府・消防庁のポスター・チラシより抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 当時、「レベル４」の避難指示が発令された地域に対し、「命を守る行動を！」と呼びかける報道が繰り

返されていました。当該組合員は「（通勤障害の証明に）市町村の避難指示以外に何が必要なのか？」「命

を懸けてまで出勤しなければならないのか？」「警戒レベルに対するガイドラインが整備されていない」

と当時を振り返り問題を投げかけてくれています。 

 働く者として命を最大の価値基軸とし、おかしいことには「おかしい」と会社に指摘しなければ、社員

の命を守れないばかりか、お客さまの安全にも影響を及ぼしかねません。 

今こそＪＲ東労組に結集し、安全で安心して働ける健全なＪＲ東日本会社をめざしましょう！ 

 

 

 

 
 

 

 

  

時刻 状況 

10:43 逗子市に「レベル４土砂災害危険警報」発令 

14:40 出勤のためいつもより早く自宅を出るも、付近

の川が増水し渡れない状況。当直に動画を送り

「通勤障害」と確認。 

14:45 逗子市の土砂災害警戒区域、河川氾濫等の恐れ

のある区域に避難指示が発令される。 

15:21 逗子市に「レベル４大雨危険警報」発令 

15:21 再度自宅を出るも、歩行が困難なほどの雨風

で、再度自宅に戻る。 

16:31 管理者より電話。家の前の道路や川の写真を送

信するよう指示される。さらに「出勤していな

いのは○○だけ」「大船は雨風が強くない」「家

の近所の様子を動画で撮影してほしい」「追加

で映像があれば上に投資やすい」と言われる。 

19:00 雨風が弱まり自宅を出る。 

19:45 横須賀線運転再開 

20:08 警報は「レベル３」に 

20:15 出勤 （欠勤願を書く） 
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※当直に送った動画より 
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